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巻頭言

advocate を持つことができるだろう。自文化
に対して距離を取ること、自文化に対して他
者性を身につけることが求められるので、厄
介ではあるが、２つの相対する立場を備えて
いることは研究者としての強みにもなる。ネ
イティブ人類学においては、そのような認識
論的な問題に加え、ネイティブ人類学者のハ
イブリッドな立場を生かした方法論につい
ても議論が重ねられてきた。

信仰を持つ宗教研究者が自分の信仰する宗
教を自身の学問（ディシプリン）を用いて研
究する場合も、研究者と信仰者の２つの相対
する立場を併せ持ったまま、対象にアプロー
チすることになる。しかし、研究者であり信
仰者であるというハイブリッドな特性を活か
して自分の信仰する宗教を研究することの意
味や可能性について、十分な議論がなされて
きたようには思われない。少なくとも天理教
を信仰する研究者が、自身のハイブリッドな
立場を意識しつつ、天理教について自らの学
問の理論を用いて研究するということはほと
んどなかったのではないだろうか。

自分の宗教を扱う時は宗教学者・人類学
者としてではなく、神学者・宗教家として
接する。宗教学や人類学の理論を用いず、
それらの学問の研究者としてのもう一人の
自分に目をつぶり、安全な領域（神学の分
野）で対処する。研究者として自分の信仰
する宗教に正面から取り組むには認識論的
問題を乗り越えねばならないし、鍛えられ
た方法論も必要だ。かつて、キリスト教を
受容して間もない非西洋社会の人々を「日
曜日はキリスト教徒、月曜日は呪術師」と

（やや見下して）形容することがあったが、
同じような使い分け・棲み分けが、研究者
の側でもなされてきたわけである。Devil’s 
advocate を内なる他者として持つこと（ア
ウトサイダーとして自分の宗教を研究する
こと）が難しいのであれば、リアルな他者、
すなわち、未信者の研究者との対話を積極
的に試みるべきだろう。

Devil’s advocate（悪魔の代弁者）とは、カ
トリックにおいて聖人や福者の候補者を審
議する際、候補者自身の欠点や提出された
証拠の欠陥を指摘するために設けられた役
職のことであった。転じて現在では、ある
主張の妥当性を明らかにするために、あえ
て疑義をただしたり、批判や反論をしたり
する人のことを指す。ディベートにおける
テクニックであり、また組織の意思決定プ
ロセスにおいてより適切な判断を下すため
に、意図的にそのような立場をとる人を設
定したりする。

私が初めてこの言葉を聞いたのは、留学
時代の大学院の歴史学のゼミでのことだっ
た。研究においては常に自分自身の中に
Devil’s advocate を設定することがより良い
考察をするために必要である、といったこ
とを指導されたように記憶している。ある
歴史的事象を解釈する際に独りよがりにな
らないために、反対の立場をとり疑問を投
げかけるもう一人の自分を常に自分自身の
中に持て、ということだったと思う。研究
においては常に異なる解釈の可能性を考え
つつ考察を進めていくのは当然のことだ。
ただ、その “ 異なる ” 解釈は必ずしも先行す
る解釈に相対するものではなく、単なるも
う一つの解釈であることも多い。そのため、
より研ぎ澄まされた結論を導き出すために
は、自らの解釈に反論し、それを否定する
立場や意見を意図的に設けること、すなわ
ち Devil’s advocate 的な視点を導き入れるこ
とが重要になってくるというわけだ。

しかしながら、人は同時に異なる立ち位
置から対象に視線を投げかけることはでき
ないので、自分自身のなかに Devil’s advocate
を持つことは実際のところ難しい。ただし、
調査される側と調査する側、文化のインサ
イダーとアウトサイダーというように相対
する 2 つの立場を併せ持つネイティブの人
類学者であれば、自分の文化に対してどち
らの立場に立つにせよ、自らのなかに Devil’s 
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